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5月8日から新型コロナウイルス感染症について、
感染症法上の新型インフルエンザ等感染症に該当
しないものとし、5類感染症に位置づける。

～令和５年１月２７日付け
国の新型コロナウイルス感染症対策
本部決定より～

つまり、季節性インフルエンザなどと同じ扱いとな
ることから、幅広い医療機関で新型コロナウイルス
感染症の患者の診療に対応する体制へ移行する必
要がある。



政府は3月10日、５類引き下げに伴う医療体
制と公費支援の見直し策を決定しました。

診察代はいくらか
かるんだろう？

入院費は全額自己
負担？！

処方してもらいた
いけど、ラゲブリ
オとやらは高額
だって聞いたこと
があるぞ･･･

自宅に近い病
院に転院した
いけど、無理な
のかな？



5類への移行に伴う見直し策要旨

現在の対応 ５類に移行後の対応

外来診療 発熱外来のみ診療 ▶ 全医療機関が診療
（最終的に6.4万件の医療機関で対応）

入院
重点的にコロナ患者を受け入れて
いる医療機関（約3000）が対応

▶
最終的には、全病院（約8200か所）で
の受入れを目指す。
既に受入れていた医療機関は重症患者の
受入れに重点を置く

入院調整 保健所等 ▶ 医療機関の間で調整

高齢者施設 集中的な検査やクラスター対応等の政策は当面継続

公費負担 全額公費負担 ▶
・コロナ治療薬の公費負担は当面継続
・外来医療費の公費負担は終了
検査の公費負担は終了
・入院医療費は月最大2万円補助



今後、
想定されるケース①

診療所の外来受診で陽
性と判明し、自宅療養と
なった患者さんを可能な
限り、オンライン診療も
活用しながらフォローす
る。

陽性だった･･･



想定されるケース②

外来受診後陽性と判明し、
中等症以上であり、入院
の必要がある。

可能な限り受診した
病院で入院対応

複数の選択肢
があるとよい



想定されるケース③

入院中の陽性患者や一
般外来を受診し陽性と判
明した方が、別の疾患の
治療のために専門の病院
へ転院させる必要がある。

複数の選択肢



想定されるケース④

入院中の患者さんが陽
性と判明した。

可能な限り、入院している病院で
そのまま継続入院

陽性になって
しまった･･･



想定されるケース⑤

入院中の陽性患者が
重症化したため、転院
させる必要がある。



本来担うべき高度医療を担う
病院としての機能

各種疾患の専門病院での
コロナ陽性者の受入れ

コロナ後方支援
（高齢者等のリハビリケアが
できる病棟がある）

軽症・中等症の受入れ

コロナ重症患者の受入れ

医療機関同士の役割分担が大事



5類移行後は、こう変わる！
２類相当

現在 ５月８日～ １０月１日～ 目標

対応する医療
機関数

入院調整
行政機関等が
調整

段階的に医療機関同士の調整に切り替え

患者の窓口支
払い

対応する医療
機関数

患者の窓口支
払い

試算
（窓口負担が3
割の場合）

初診料のみ
2590円

インフルエンザ
なみの３７１０～
４１７０円

５類に引き下げ

入院

外来

治療薬
（抗コロナ治療薬）

約3000

約8200

（全病院）

約４２０００
約６４０００

全額公費
月最大2万円補

助（高額療養制

度の適用対象）
再検討

全額公費 自己負担

全額公費 再検討





5類移行後の高齢者施設等への支援

職員・入所者等の集中的ウイルス検査、

クラスター介入等は当面継続予定です。

陽性者が発生した時には、

引き続き、保健所へご連絡いただき

ますようにお願いします。


